The Problem of Response-Order Effect in Social Survey by 山口, 洋
社会調査における回答選択肢の順序効果について
山 口 洋
1．は じ め に
調査票・質問紙を用いた量的調査では，質問文に対する回答選択肢の順序により，回答傾向
が若干または大きく変わる。こうした選択肢の順序効果（response-order effect）は調査論で
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（1981 : p 60）は，アメリカでの電話調査における新近性効果の例を紹介している。時期は 1979












































肢における降順・昇順の効果については本稿では扱わない（関心のある方は Sudman 他，1996, p
157−158を参照）。







Sudman 他（1996 : p 131）が言うとおり，この効果は，周到にデザインされた実験でない限
り第 1の効果と混同されやすく，従来「経験的には」見逃されがちであった。しかし質問の
順序効果と同じメカニズムによって，「理論的には」発生している「筈」の現象である。本稿
では，第 1の効果を 3～4節で，第 2の効果を 5節で扱う。

































































ったものと考えられる（Sudman 他 1996 : p 146）。
第 2に，当該の質問に関する強固な信念を持った回答者ほど，選択肢の順番に左右されず
に回答するであろう。この命題は一種のトートロジーだが，「強固な信念」は回答者の社会的
























































他（1996 : p 151）はこれと同様の心理過程が先ほどの Noelle-Neumann（1970 : p 198）の選
択肢でも生じたのだ，と解釈する。









（1996 : p 100−129）を参照されたい。
一つ簡単な示唆を付け加えれば，正負いずれかの意味において極端な評価を受けやすい選択
肢の位置には注意が必要である。後続の選択肢の評価に大きな影響を及ぼすからだ。例えば，















順序 ABC と順序 CBA の結果を比較することだったが，この種の単純なデザインでは上記 2
種類の効果を分離できない（Sudman 他，1996 : p 131）。仮に順序 ABC より CBA の時の方が
A の被選択率が高かったとしても，それが新近性効果なのか選択肢 CB による対比効果なの
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